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【目　 的】 骨膜剥離下 にタービン,エ ンジンな
どで注水操作を行 う処置では,浸 潤麻酔効果が半
減す ると報告 されているが,そ の理由については,
エ ビデンスは得 られていない。そこで,ウ サギの
下顎骨 に局所麻酔薬 を一定量注入 し,骨膜剥離や













　 また,術式による顎骨 リ ドカイン濃度の差 をみ
るために,24羽のウサギを用い,A部 とB部にお
いて,骨 膜剥離のみ行った術式,骨 膜剥離に骨面
への注水操作 を10分間行 った術式,骨 膜剥離 に
骨面への注水換作 を20分間行 った術式の3つ を
設定 し,い ずれ も浸潤麻 酔後30分で検体を摘出
した。














イ ン濃度 は有意に低下 し,そ の注水操作 も10分
よ り20分で有意 に顎骨 リ ドカイ ン濃度 が低下 し
た。B部における顎骨 リドカイン濃度 は,手 術侵
襲 な し,骨 膜剥離のみ,注 水操作10分,注水操
作20分の順で顎骨 リドカイン濃度 が低下 し,各
条件間で有意差 を認めた。A部 とB部の比較では,





麻酔後の,骨 膜剥離および注水操作が,顎 骨 リド






部位で,顎 骨 リドカイン濃度が有意に低下 した。
3)骨膜剥離を行わない術式に比較 して,骨 面へ
の注水操作の術式では,顎 骨 リドカイン濃度が有
意に低下 し,注 水時間10分よ りも20分で,よ り
有意に低下 した。4)骨 膜剥離操作よりも,注 水





なされ,主 な要点 として,1)時 系列における摘
出時間10分と60分のデー タの追加採取,2)骨
膜剥離のみの術式や,注 水時間が10分,20分の
術式 を追加 したデータの採取,3)そ れらの追加




　本研究で得 られた成果 は,従 来一定 とされてい
た局所麻酔効果が,骨 密度や手術侵襲で減弱する
という日常臨床において非常に重要な知見 を示す
ものであり,学位授与に値すると判断 された。
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